
 

 

平成３０年度 事業計画 

（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日） 

 

Ⅰ．基本方針・重要事項 

  法人会は税のオピニオンリーダーたる経営者の団体であるとの理念の下、社会全体への貢献を

めざし、効率的な組織運営に努め、法人会活動の更なる充実に努める。 

  事業の実施にあたっては、法人会の原点である｢税｣に関する活動に軸足を置きながら、組織・

財政基盤の強化を図るために会員増強や福利厚生制度の推進に力を入れるとともに、企業活動の

活性化や地域の健全な発展にも配慮しつつ、各諸施策に取り組む。 

 

Ⅱ．主な事業計画 

 

１  税を巡る諸環境の整備改善等を図るための事業  

（１）税に関する説明会・研修会・セミナー・講演会の開催事業 

不特定多数の企業経営者・経理担当者を対象に、税をテーマとして税知識の習得・普及・啓

発・納税意識の高揚を目的に、｢改正税法説明会」・「決算期別説明会」・「個別税制講座」・

｢消費税の軽減税率制度｣等の研修会を府中税務署の担当者・税理士・公認会計士・社会保険労

務士等の専門的知識を有する講師により実施する。 

 また、企業の税務コンプライアンス向上のための取り組みとして、自主点検チェックシート

の活用を推奨して、企業の内部統制面の強化や経理面の質の向上に努めます。 

（２）租税教育事業 

   国民生活や経済社会と密接に関連する「税」は、私たちの暮らしや社会に欠かせない多様な 

  公共サービスを提供する国や地方公共団体の活動の財源であり、国の様々な制度の中でも根幹

的なものである。 

   憲法で国民の義務に掲げられているように、国民が教育を受け、勤労し、税を納め、継続可

能な社会を作っていくことは、民主国家の維持・発展にとって欠かせないことであり、次代を

担う児童・生徒等が、国の基本である「税」の役割や申告納税制度の意義、納税者の権利・義

務を正しく理解し、国や社会の在り方を主体的に考えることは、民主国家の維持・発展にとっ

て極めて重要なことであると考えられることから、税務当局・府中税務署・府中税務団体連絡

協議会と協調して実施する。 

 【租税教室】 

   小学校6年生・中学校3年生の児童・生徒を対象に社会や国を支える「税」の意義や役割を深

く理解し、「税」を通して社会や国の在り方について考えてもらうことを目的として開催する。 

   尚、より一層の内容充実と事業拡大のため、租税教育委員会で検討し、親会も積極的に関与 

  して、講師養成研修会の実施及び内容の再検討を行う。 

 【税に関する絵はがきコンクール】 

租税教室を行った小学校6年生を対象に、税を正しく理解し、税の大切さや、税の使い道につ



 

 

いて租税教室で勉強していただき、税が私たちの生活にどのように役立っているかを絵と文章

で表現してもらうことを目的として実施する。 

（３）税の広報活動 

①税知識の普及と啓発を目的とし、特に税法の改正事項について広報紙｢法人ふちゅう｣及びホ

ームページで時宜に適した情報を発信する。 

  ②期限内納税の推進と納税道義の高揚を目的として府中法人会が主体となって、府中管内の税

務団体連絡協議会と共同で、確定申告時期に合わせて納税だより「芦水」を発行。  

府中市内の町内会を通じて一般家庭に回覧するほか商工会議所・商工会を通じて配布する。 

  ③税を考える週間の中で他の税務団体連絡協議会と連携して、府中駅前で街頭広報に努める。 

  ④府中学びフェスタに税務団体連絡協議会として参加し「税金クイズ」を行い税知識の啓発に 

   努める 

（４）e-Taxの利用拡大 

税金の重要性と徴税経費の節減を広報するため、夜間照明設備をしたe-TaxのＰＲの野立看板

や府中市内２箇所にe-Taxの懸垂幕を設置して周知活動を行う。 

ｅ-Tax利用促進のパンフレットの配布等の活動を実施する。 

（５）税制提言活動 

公益財団法人全国法人会総連合では、毎年全国の中小企業の租税負担の軽減と合理化・簡素

化及び適正公平な税制税務に関する提言を行うため、全国の法人会会員から税制に関する意見 

・要望を取りまとめて、税制改正の提言を決議し、全国大会で発表した後、関係機関等に要望

活動を行っている。 

当会においても会員から税制に関する意見・要望を取りまとめて一般社団法人広島県法人会

連合会を通して公益財団法人全国法人会総連合に上申する。 

  税制・税務に関する提言は、全ての企業に関連した内容となっている。 

   なお、全国大会で発表された税制・税務に関する提言は、府中市長・府中市議会議長並びに、

神石高原町町長、議長に提言書を手交し要望する。 

 

２  地域の経済・社会環境の整備改善等を図るための事業  

 

（１）地域経済・社会の活性化に資する事業 

   地域社会との「共生」を目指し多彩な活動を展開している社会貢献活動については、引き続  

  き「公益性」をより一層高めることに留意し、地域の実情に即した活動を積極的かつ継続的に

展開する。  

具体的には、府中市の行政と協調して「働き方改革のセミナー」を実施すると伴にインターネ

ットでセミナーを受講できるオンデマンドサービスの受講推進を行う。 

 

（２）地域経済・社会の改善に資する事業 

地域の人々が安心して暮らせる環境作りを目的として、最も血液が不足する２月に献血募集

事業を青年部会が実施している。ホームページ、広報紙で献血を呼びかけるとともに献血車の



 

 

手配、当日の受付等を行なっている。多くの人に献血をして頂くために、献血場所はショッピ

ングセンターで実施し、同所の従業員、一般の買い物客や近くの事業所・会員企業の従業員に

呼びかける。 

 

（３）地域児童・生徒の健全な育成に資する事業 

①地域児童・生徒の健全な育成と、伝統芸能の承継を目的として、能楽体験教室を実施。府中

市教育委員会に管内の小学校１校を推薦していただき実施している。指導をプロの能楽師に

依頼して心構え、姿勢、立ち振る舞い、落ち着いた動作、腹から声を発する謡い等を習得さ

せ、５ケ月間の練習後にその成果を保護者・一般市民に披露する。女性部会員が、振り付け、

着付けの手伝いを行う。 

また、児童を本物の能舞台に招待し、檜舞台での能楽体験学習や雑巾掛けを行なっている。 

   

３  会員支援のための親睦・交流等に関する事業、福利厚生に関する事業 

 

（１）会員の交流に資するための事業 

会員の輪を広げるとともに、異業種交流の一環として、会員間の情報交換や相互の親睦事業

を行うほか、会員等に限定した研修会、講習会、親睦ゴルフなどの事業を行う。 

 

（２）会員増強事業 

   組織の充実強化策として、「会員増強月間」を設定し、役員の率先した参画や指導のもと新

規加入の推進を行うとともに退会防止策を講じる等、引き続き、効果的な対応策を展開する。 

 

（３）会員の福利厚生に資する事業 

会員の福利厚生制度の支援、企業保全を目的とした生命保険・損害保険・取引信用保険の普

及・推進の事業を行なう。 

①経営者大型総合保障制度の普及・推進（案内・周知） 

経営者や従業員の病気・事故による死亡・高度障害・入院等を保障する制度で、会員企業の

福利厚生制度の充実と経営の安定化のため普及・推進に努める。 

②ビジネスガード（シリーズ）の普及・推進（案内・周知） 

企業のさまざまなリスクをサポートする損害保険制度で、会員企業の経営の安定化のため普

及・推進に努める。 

③がん保険制度の普及・推進(案内・周知） 

がん・医療保険からなる制度で、会員企業の福利厚生制度の充実と経営の安定化のため普及・

推進に努める。 

④貸倒保障制度（取引信用保険）の普及・推進（案内・周知） 

会員企業の取引先の倒産・支払遅延等の発生により、売上債権が回収できなくなった場合、

会員企業が被る損害の一定部分を保障する制度で、会員企業の経営の安定化のため普及・推

進に努める。 


